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編集後 記
このたび会員全員の投稿、会費の

即納をもちまして、予定通り会報て

んとうむしVol.No．1,2,を発行するこ

とが出来ました。運営委員として御

協力をありがたく思っております。

又、城東幼稚園の今津先生、神戸新

聞社の大谷記者、市立科学館の丸尾

館長にも多大の御支援をいた、.きま

ことにありがとうござ．いました。 こ

れからもよろしく椎l1指導、御鞭達を

お願い申しあげ．ます。

運営委員は全員が委員長でもあり

また会員でもあると考え、互いに協

力しあっていきたいと思っておりま

す｡（虫）会員としての資格は年1回

以上の投稿又は例会等に出席し、会

則の厳守、会費の事前即納を建てま

えとします。当初発足会に入る前は

ガリバン刷りで始める予定でしたが

会員の山本五男君の写柿技術を提供

いただきこの様な立派な会報が出来

ましたことを報告させて致きます。

これからも投稿はもちろん費用の増

大にからみ会員の勧誘にもご協力下

さい。趣味としての遊び時間を有効

に使っていきましょう （運営委員）
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